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圏

膿

移

民

の

成

長

高

メ〉、
結

新

良日

は

し

カt

き

園
出
移
民
と
は
、
普
通
、
個
人
叉
は
家
族
携
帯
で
移
住
す
る
寧
滴
移
民
に
劃
し
て
圏
幽
屈
を
組
織
し
て
移
住
す
る
も
の
を
一
一
一
-
一
口
ふ
。
然

[
乍
ら
此
底
で
用
ひ
る
意
味
は
、
例
へ
ば
北
海
道
に
於
て
明
治
二
十
五
年
以
来
特
に
保
護
し
た
圏
結
移
民
と
は
異
り
、
閤
結
移
民
と

は
移
住
の
便
宜
を
得
る
た
め
に
圏
結
契
約
を
結
ぶ
も
の
た
ら
ば
過
去
に
於
け
る
開
係
の
有
無
は
聞
は
友
か
っ
た
に
艶
し
、
圏
腫
移
民

と
は
多
く
過
去
の
閥
係
、
殊
に
同
郷
な
る
故
を
以
て
圏
結
移
住
し
て
来
た
も
の
を
指
す
。
北
海
道
の
圏
結
移
住
に
は
極
め
て
園
開
移

伎
が
多
か
っ
た
。

由
米
、
附
拓
移
民
は
、
菅
に
移
住
に
際
し
て
諸
種
の
便
宜
が
る
る
・
ば
か
り
で
は
友
く
、
開
墾
に
は
多
く
の
資
本
・
努
力
を
結
集
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
猛
獣
の
害
を
避
け
治
安
を
維
持
す
る
た
め
、
諸
種
の
共
同
設
備
を
施
し
作
る
た
め
、
更
に
精
一
柳
的
危
慰
安
・

激
闘
が
輿
へ
ら
れ
る
た
め
、
集
圏
的
に
移
住
し
、
村
落
を
形
成
す
る
の
が
常
で
あ
る
が
、
伺
榔
相
寄
り
、
風
俗
・
習
慣
・
一
言
訟
を
等

し
く
す
る
圏
輯
移
住
は
そ
の
効
果
を
一
唐
大
な
ら
し
む
る
り
で
あ
る
。

集
圏
的
な
利
徒
の
享
受
は
山
日
商
師
、
領
主
、
大
地
主
、
企
業
家
等
の
権
力
や
資
本
を
中
心
と
し
た
組
織
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
、
例
へ

ば
北
海
道
に
於
て
も
、
{
日
蝉
を
中
心
と
し
た
も
の
で
は
屯
同
兵
村
、
士
放
移
住
取
扱
規
則
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
村
落
、
共
他
開
拓

使
時
代
の
募
移
民
、
大
正
十
二
年
以
後
の
許
可
移
民
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
等
が
あ
り
、
領
主
を
中
心
と
し
た
も
の
で
は
、
明
治

園
陸
移
民
の
成
長

一
七
三



圏
限
移
民
の
成
長

一
七
四

初
年
の
士
族
移
民
圏
、
明
治
士
一
年
以
後
和
的
機
主
に
よ
る
吉
市
部
士
授
産
事
業
と
し
て
行
は
れ
た
も
の
等
宏
泰
げ
る
と
と
が
出
来
、
大

地
主
企
業
家
等
に
よ
る
も
の
は
大
小
作
農
場
に
よ
っ
て
出
来
上
っ
た
村
落
を
数
へ
作
る
。
是
等
の
多
く
は
、
領
主
を
中
心
と
し
た
も

の
を
除
い
て
は
、
多
く
側
々
の
農
家
の
集
圏
で
あ
っ
て
、
部
落
を
形
成
し
た
後
に
諸
種
の
枇
合
閥
係
を
新
に
殻
生
せ
し
め
た
も
の
で

-b
ヲ
た
。
円
疋
に
反
し
て
、
同
盟
移
民
は
、
形
式
的
な
契
約
書
は
あ
る
が
格
別
の
組
織
の
た
い
農
業
者
の
集
闘
で
あ
っ
て
、
回
疋
を
結
合

し
て
ゐ
る
も
の
は
枇
合
的
友
、
精
川
柳
的
た
雑
で
あ
っ
た
。

北
海
道
の
開
拓
農
村
は
大
悌
赴
等
の
集
岡
移
性
を
起
貼
と
し
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
今
一
つ
考
へ
ら
れ
る
と
と
ろ

の
、
組
織
も
中
心
も
な
し
に
偶
然
に
側
々
の
農
家
が
集
合
仁
て
向
来
上
っ
た
村
落
は
、
教
に
於
て
砂
く
は
な
い
が
、
慨
ね
集
闇
移
住

部
落
の
柿
充
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
の
み
で
あ
る
。

訓
棋
は
農
業
移
民
に
最
も
闘
係
の
深
い
附
拓
村
落
の
成
立
過
税
を
北
海
道
の
農
村
に
つ
い
て
観
察
せ
ん
と
し
、
文
部
省
精
神
科
事
研

究
費
及
び
大
来
型
省
の
援
助
を
作
て
数
ケ
部
落
の
調
古
賀
を
行
っ
た
が
、
本
論
は
そ
の
内
困
鰭
移
性
に
よ
っ
て
成
立
し
た
部
落
二
簡
を

調
布
し
て
仰
た
紡
川
市
で
る
る
。

調

査

部

詐

の

概

要

調
官
引
の
釘
象
と
し
た
部
落
は
十
勝
同
何
凶
郡
大
正
村
字
幸
震
加
賀
直
と
同
岡
何
束
郡
音
更
村
字
矢
部
置
で
あ
る
。
共
に
明
治
三
十

年
赤
入
地
し
た
闘
瞳
移
住
を
草
分
け
と
し
て
成
立
し
た
部
落
で
あ
る
。

加
賀
慌
の
草
分
け
と
な
っ
た
所
謂
加
賀
閤
躍
は
、
右
川
腕
能
美
郡
新
丸
村
の
出
身
者
よ
り
成
り
、
十
勝
川
の
支
流
札
内
川
右
岸
の

所
沼
札
内
即
時
の
恒
剖
地
問
一
一
線
・
悲
純
・
東
一
一
線
を
十
問
競
か
ら
十
七
披
に
か
け
六
十
寓
九
千
坪
の
貸
付
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

此
原
野
は
明
治
ニ
ト
九
年
納
民
地
区
劃
測
設
七
任
務
へ
て
貸
付
を
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
此
闇
謹
と
同
時
に
、
下
流
に
富
山
臓
移
民
の

集
圏
、
岐
阜
鯨
民
の
組
合
農
場
、

L
L

械
に

.m弁
閣
僚
、
十
勝
開
懇
一
合
資
合
枇
農
場
等
の
入
地
開
設
そ
見
た
も
の
で
あ
る
。
入
地
医
域



は
札
内
川
流
域
の
肥
沃
地
で
、
入
植
民
の
中
央
を
流
れ
る
支
流
ノ
ツ
プ
ク
川
と
の
聞
は
殊
に
肥
沃
で
あ
る
e

東
一
線
以
東
は
高
丘
地

で
、
明
治
三
十
九
年
以
前
は
聞
製
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
今
日
部
落
合
の
区
域
は
此
尚
丘
地
の
方
に
束
三
線
ま
で
延
び
、
更
に
同

睦
員
の
有
力
な
分
子
が
移
り
住
ん
だ
と
と
ろ
か
ら
元
岐
阜
脇
氏
組
合
農
場
の
一
部
を
加
へ
て
十
一
一
一
競
ま
で
延
び
て
ゐ
る
。
入
植
営
時

は
市
場
は
帯
成
で
、
そ
れ
ま
で
三
塁
宇
を
踏
分
道
路
で
往
復
し
て
ゐ
た
が
、
明
治
三
十
二
年
庚
口
地
・
帯
成
聞
の
間
道
が
略
々
基
線
に

沿
ふ
て
走
り
、
上
流
隣
且
接
地
に
幸
震
市
筒
が
起
り
、
大
正
凶
年
分
村
す
る
や
此
蕗
に
役
場
が
設
置
さ
れ
、
同
十
年
民
尾
純
の
開
通
を

見
る
や
市
街
に
幸
選
騨
が
設
け
ら
れ
、
部
落
の
一
部
は
稜
民
し
た
市
街
地
の
郊
外
た
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
。

矢
部
匪
は
富
山
脇
西
棋
波
部
矢
部
村
(
現
在
高
岡
市
)
の
出
身
者
で
、
圏
結
移
住
を
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
何
回
郡
伏
古
村
に

移
住
成
功
せ
る
親
戚
を
頼
っ
て
殆
ん
ど
同
時
に
渡
道
し
、
内
二
十
五
戸
が
集
圏
的
に
此
地
を
選
ん
で
入
地
し
た
も
の
で
、
圏
結
移
住

契
約
ζ

そ
な
い
が
事
賃
上
の
闇
鵠
移
民
で
あ
る
。
最
初
は
一
耳
目
一
史
原
野
匝
劃
地
六
線
乃
至
八
線
、
二
蹴
よ
り
七
抵
の
問
、
然
別
川
右
岸

の
地
に
各
貸
下
地
を
得
て
入
地
し
た
。
此
原
野
は
明
治
二
十
九
年
直
剖
測
設
を
絡
〈
貸
付
を
開
始
し
た
も
の
で
、
同
時
に
下
流
に
若

宮

ナ

ミ

干
の
入
地
右
足
た
が
、
此
圏
酷
の
入
地
と
同
時
に
上
流
に
は
同
鴨
川
郡
江
波
村
よ
り
移
っ
た
二
十
コ
一
戸

ω圏
慌
あ
り
、
是
に
隣
る
下

，e

ギ

音
更
原
野
も
同
年
仁
時
農
場
、
美
濃
開
墾
合
資
合
枇
、
岐
自
↑
腕
武
儀
国
間
等
に
開
放
さ
れ
た
。
入
組
地
は
東
部
か
ら
南
部
に
か
け
て

い
向
墓
地
を
ふ
く
む
も
、
大
部
分
は
然
別
川
と
支
流
パ
ン
ケ
チ
ン
川
と
の
聞
に
あ
り
、
地
味
は
非
常
に
良
好
で
あ
る
。
六
組
以
東
は
い
的

墓
地
で
明
治
三
十
九
年
迄
殆
ん
ど
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
今
日
で
は
問
線
迄
そ
の
部
落
合
内
に
入
っ
て
ゐ
、
又
問
問
員
中
有
力
及

も
の
が
隣
接
地
に
土
地
を
求
め
て
入
地
し
た
L
め
、
共
部
介
だ
け
延
び
て
ゐ
る
n

然
し
阿
部
の
八
献
は
快
壊
若
く
は
堤
防
地
編
入
等

に
よ
っ
て
そ
の
重
要
さ
を
失
っ
た
。
道
路
は
然
別
川
K
泊
ふ
て
、
石
狩
街
道
と
上
流
の
殖
民
地
を
つ
友
ぐ
も
の
が
入
地
の
索
令
年
か

ら
開
通
さ
れ
、
物
資
の
出
入
は
是
を
通
じ
て
専
ら
約
三
里
を
距
て
る
帯
践
に
於
て
行
は
れ
て
ゐ
た
が
、
明
治
三
十
八
年
一
日
H

更
街
道
に

架
橋
さ
れ
て
か
ら
専
ら
是
に
よ
る
と
と
に
な
っ
た
。
役
場
の
所
作
地
た
る
一
記
一
円
更
市
街
は
明
治
三
十
問
年
分
村
と
共
に
行
政
の
中
心
地

と
な
っ
て
ゐ
た
が
、
矢
部
匝
よ
り
は
一
国
民
牛
あ
り
、
大
正
十
三
年
践
活
開
通
、
鰐
が
設
置
さ
れ
る
迄
は
飴
り
深
い
閥
係
は
-
な
か
っ
た
。

圏
健
移
民
の
成
長

七
Ji. 



園
陸
移
民
の
成
長

一
七
六

即
ち
一
嗣
閤
聞
の
入
植
時
も
、
入
楠
の
形
態
も
、
入
植
地
の
欣
態
も
(
交
通
上
の
依
置
は
欠
部
が
少
し
く
劣
る
が
:
・
)
非
常
に
類
似

し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

農
業
経
皆
も
、
同
じ
院
域
内
に
あ
り
下
ら
向
然
保
件
の
著
し
く
異
る
高
墓
地
を
除
き
、
閏
借
入
地
区
域
だ
け
を
と
る
と
、
雨
者
と

も
水
間
は
全
く
な
く
、
乳
牛
飼
育
も
比
較
的
振
は
や
、
十
町
歩
か
ら
十
五
町
歩
の
経
倦
が
最
も
多
い
賄
、
略
々
類
似
し
て
ゐ
る
。
説

註
調
査
農
家
中
加
賀
抵
で
は
二
十
一
戸
中
乳
牛
を
飼
育
す
る
も
の
一
戸
、
矢
部
恒
で
は
十
四
戸
中
主
戸
で
お
る
。

耕

作

面

積

は

加

賀

直

矢

部

医

十

町

歩

以

下

九

戸

一

二

戸

十

町

歩

以

上

十

五

町

歩

以

ド

五

戸

七

戸

十

五

町

歩

以

上

二

十

町

歩

以

下

三

戸

四

戸

二

十

町

歩

以

上

四

戸

同

f豊

の

生

長

加
賀
圏
聞
は
前
述
の
如
く
明
治
三
十
年
間
月
十
一
日
郷
里
を
向
護
、
伏
木
措
を
問
帆
、
大
津
地
に
到
着
せ
し
も
波
浪
を
以
て
上
附

す
る
能
は
や
止
む
な
く
釧
路
に
上
陸
し
、
徒
歩
帯
蹟
に
到
着
し
た
の
は
月
末
三
十
日
で
あ
っ
た
。
此
時
同
行
す
る
も
の
二
十
八
戸
、

橡
定
存
置
地
内
に
各
議
引
を
以
て
土
地
を
件
、
開
墾
に
従
事
し
た
。
翌
年
更
に
二
戸
を
加
へ
共
後
加
入
分
家
四
戸
を
加
へ
て
三
十
四

戸
を
以
て
出
費
し
た
の
で
あ
る
。
郷
里
は
金
津
市
を
去
る
十
一
二
塁
、
手
取
川
の
支
流
大
日
川
の
峡
谷
に
佼
し
、
山
林
経
皆
を
な
し
、

附
近
の
尾
小
屋
銅
山
に
茨
・
板
等
を
供
給
し
つ
L
慌
小
の
切
品
管
制
を
行
ひ
生
計
を
立
て
L

ゐ
た
が
、
地
象
下
附
後
公
課
が
重
み
、
次

第
に
生
活
難
に
陥
り
、
加
ふ
る
に
明
治
二
十
九
年
の
山
津
浪
で
被
害
を
受
け
た
も
の
が
砂
く
な
か
っ
た
L
め
、
閤
開
を
組
織
し
て
移

っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
非
常
に
勤
勉
で
、
樹
林
地
の
開
拓
は
寧
ろ
喜
ぶ
と
と
ろ
で
あ
っ
た
。
資
本
を
持
っ
た
も
の
は
比
較
的
多
く
、

事
賓
は
必
ず
し
も
さ
う
で
は
-
な
か
っ
た
が
、
百
二
十
同
の
資
金
あ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
加
入
を
許
さ
・
な
か
っ
た
と
き
口
は
れ
、
千
凶
以
上



の
資
金
を
有
し
て
渡
道
し
た
も
の
二
戸
、
比
べ
他
五
ぃ
ハ
百
同
を
所
持
し
た
も
の
が
数
戸
あ
っ
た
。
常
時
と
し
て
は
比
較
的
経
持
基
礎
の

同
い
国
関
だ
っ
た
。
そ
の
上
移
住
戸
主
で
瓦
に
血
縁
閥
係
に
る
る
も
の
頗
る
多
く
、
余
の
知
り
件
た
範
固
で
も
叫
組
九
戸
に
達
し
、

夫
等
が
廷
に
桐
戚
に
よ
っ
て
つ
な
が
れ
て
、
之
も
知
り
得
た
範
圏
内
で
十
七
戸
が
互
に
閥
係
を
持
っ
て
ゐ
た
。
即
ち
過
半
数
が
既
に

密
接
な
枇
合
的
闘
係
を
持
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
の

矢
部
は
加
賀
閤
惜
と
遣
っ
て
踊
波
平
野
の
・
中
央
に
位
し
水
田
農
を
澄
ん
で
ゐ
た
が
、
耕
作
而
積
が
乏
し
く
、
地
主
と
小
作
人
と
の

懸
隔
が
誕
一
だ
し
か
っ
た
L

め
、
早
く
か
ら
北
海
道
に
移
杭
す
る
も
の
多
く
、
特
に
伏
古
村
に
は
明
治
二
十
五
年
の
解
放
と
共
に
位

hr

の
も
の
が
移
住
し
成
功
し
て
ゐ
た
。
是
を
頼
っ
て
五
十
戸
程
の
も
の
が
郷
里
を
出
費
し
た
の
は
三
十
年
の
二
月
二
十
目
だ
っ
た
。
動

機
は
勧
誘
も
あ
る
が
又
前
年
の
凶
作
に
も
よ
る
。
渡
航
は
幸
ぴ
同
郷
の
舶
主
の
好
意
に
よ
り
、
函
館
で
乗
り
後
れ
大
津
で
上
陸
出
来

4
7
幌
泉
か
ら
徒
歩
し
た
一
家
を
除
い
て
は
、
伏
木
か
ら
犬
棒
へ
直
航
す
る
と
と
が
出
来
、
伏
古
で
滞
夜
、
土
地
を
山
川
即
し
た
慮
、
現

在
心
地
が
直
劃
解
放
に
な
る
際
だ
っ
た
の
で
、
特
に
集
問
的
に
土
地
の
貸
付
を
受
け
、
そ
の
内
二
十
一
一
戸
が
入
地
し
た
の
は
四
月
十

七
目
だ
っ
た
。
共
後
二
二
一
戸
は
去
り
、
部
型
冷
他
よ
り
数
円
を
迎
へ
て
、
明
治
三
十
七
年
頃
に
は
約
二
十
九
戸
を
数
へ
て
ゐ
た
の
資

金
は
加
賀
の
如
く
特
別
資
金
を
持
っ
て
来
た
も
の
も
肘
ら
や
、
百
同
内
外
を
出
立
し
た
も
の
が
字
放
、
そ
れ
以

k
を
融
通
し
何
た
も

の
は
二
、
三
戸
で
あ
っ
た
が
、
勤
勉
よ
く
困
庁
に
堪
え
た
。
血
族
槻
係
は
加
賀
山
間
深
く
な
い
が
、
弘
の
知
り
川
川
た
範
闘
で
は
二
組
ド
ハ

戸
が
血
縁
で
あ
り
、
一
一
一
組
七
戸
が
姻
戚
閥
係
に
あ
っ
た
。

此
唱
で
詑
意
せ
ね
ば
な
ら
ね
の
は
雨
拡
作
品
品
川
に
非
常
に
熱
心
な
真
宗
の
信
徒
で
あ
る
と
と
で
あ
る
。
即
ち
加
賀
に
於
て
は
入
地
の
年

十
一
月
早
く
も
阿
聞
に
冗
聞
の
説
教
所
を
設
立
、
本
山
よ
り
木
曾
を
迎
へ
、
帯
院
よ
り
陥
品
併
の
川
張
を
得
て
以
来
常
に
村
中
参
お
の

機
舎
を
得
、
今
日
幸
一
耐
寺
の
基
一
を
作
り
、
矢
部
に
於
て
で
は
入
地
と
同
時
に
時
々
帯
慌
の
愉
4

併
を
迎
へ
て
民
家
疋
集
っ
て
語
教
釈
聞

い
て
ゐ
た
が
、
間
も
な
く
説
教
所
を
建
設
、
本
仲
守
と
止
げ
に
在
勤
者
を
迎
へ
、
コ
一
十
七
年
に
は
木
建
築
が
出
来
、

A
F
け
の
専
念
寺
山
基

礎
を
聞
い
た
。
常
時
の
移
住
者
の
日
記
は
寺
参
り
と
誹
が
そ
の
豆
大
な
行
事
で
あ
り
慰
安
で
あ
っ
た
と
と
吃
訴
つ
て
ゐ
る
。
是
?
の

国
政
移
民
の
成
長

一
七
七



園
陸
移
民
の
成
長

説
敬
所
は
村
氏
の
集
合
所
で
も
あ
る
と
共
に
又
小
凶
学
校
が
設
け
ら
れ
る
迄
の
教
育
所
で
も
あ
っ
た
。

一
七
八

修
位
後
四
十
八
年
、
今
日
出
回
い
て
同
一
一
部
落
内
に
残
っ
て
ゐ
る
家
は
加
賀
に
於
て
は
三
十
問
戸
中
十
九
戸
、
約
五
割
六
分
、
内
十

七
戸
が
農
業
経
告
を
櫨
躍
し
、
矢
部
に
於
て
は
二
十
二
戸
中
十
戸
、
約
四
割
五
分
で
全
部
が
農
業
経
告
で
る
る
。
退
去
者
は
今
移
住

有-

後
約
十
年
を
艇
過
し
た
明
治
三
十
九
年
矢
部
部
落
の
調
官
刊
に
よ
れ
ば

m
移
住
者
成
績
調
布
第
一
目
印
刷
)
次
去
の
如
く
、

時
間

手?
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絡苦手

家外

一

戸

二

戸

十
五
戸

不

明

一

戸

十
二
戸

計

計

註

加
賀
の
職
業
別
は
不
明
で
あ
る
が
大
部
分
農
業
で
あ
る
。

で
、
附
近
に
土
地
を
求
め
て
移
っ
た
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
岡
間
関
移
性
が
行
は
れ
る
や
、
加
賀
は
三
十
戸

ω移
住
に
封
し
同
十
花
戸

分
(
一
戸
分
は
小
百
四
割
一
つ
即
ち
一
高
五
千
坪
リ
五
町
歩
ゾ

O
橡
定
存
置
地
を
有
し
、
最
初
は
一
戸
分
宛
分
割
さ
れ
た
が
、
後
各
々

移
民
の
力
量
に
感
じ
て
附
近
の
土
地
を
出
踊
耕
作
し
、
二
戸
分
を
持
つ
も
の
が
十
三
戸
に
及
ん
だ
。

ら
家
政
教
の
増
加
に
よ
る
土
地
の
要
求
は
、
乙
の
範
園
で
は
充
た
す
と
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
奥
地
の
原
野
が
解
放
さ
れ
、
渇

(
加
賀
圏
瞳
移
住
史
ゾ
然
し
乍

燐
酸
肥
料
の
紹
介
に
よ
っ
て
従
来
放
置
せ
ら
れ
た
高
丘
地
の
耕
作
が
可
能
と
な
り
、
大
農
具
(
例
へ
ば
デ
ス
ク
ハ
ロ

l
)
等
の
利
用

に
よ
っ
て
大
地
積
の
開
墾
が
出
来
る
様
に
な
る
と
、
村
人
は
争
っ
て
隣
接
地
に
多
く
の
開
墾
地
を
持
つ
に
至
り
、
後
そ
の
方
に
居
を

移
す
に
不
十
一
っ
た
も
の
が
多
〈
、
矢
部
は
圏
腫
を
形
成
せ
や
、
加
賀
の
如
く
橡
定
存
置
地
が
な
く
て
、
閤
瞳
長
副
圏
艦
長
が
最
初
二
戸

分
の
割
宛
を
受
け
た
の
み
で
他
は
一
戸
宛
、
後
土
地
が
要
求
さ
れ
る
や
更
に
上
流
の
原
野
に
飛
地
を
持
ち
、
後
是
に
移
っ
た
も
の
が

多
く
、
雨
者
と
も
移
住
地
の
世
閑
散
だ
っ
た
と
言
へ
る
。
唯
矢
部
は
附
近
の
高
丘
地
を
比
絞
的
利
用
し
た
が
、
加
賀
は
最
初
か
ら
比
較

的
遠
方
に
耕
地
を
持
っ
た
。
此
事
賞
を
詮
明
す
る
の
は
余
の
聴
取
調
夜
で
知
り
得
た
の
み
で
も
、
加
賀
直
居
住
圏
輯
移
住
者
子
孫
並

に
分
円
余
十
八
戸
で
部
落
外
附
近
に
線
計
百
七
十
戸
分
以
上
の
土
地
を
所
有
し
、
そ
白
大
部
分
は
未
開
地
を
購
入
成
功
せ
る
も
の
で
あ

る
が
、
回
疋
に
封
し
同
じ
範
園
の
十
九
戸
が
部
落
内
に
所
有
す
る
土
地
は
四
十
三
戸
分
、
即
ち
此
範
園
の
農
家
の
所
有
地
総
計
の
約
八

割
以
上
が
部
落
外
所
有
地
で
あ
る
に
封
し
、
矢
部
で
は
同
じ
範
園
の
も
の
九
戸
が
所
有
す
る
部
落
外
所
有
地
は
二
十
一
戸
分
に
過
ぎ

歩
、
日
疋
に
反
し
て
部
落
内
所
有
地
は
十
五
戸
で
五
十
二
戸
分
、
約
七
割
は
部
落
内
に
所
宥
し
て
ゐ
る
。
而
も
矢
部
の
医
域
内
に
は
、

明
治
三
十
一
年
部
落
基
本
財
産
と
し
て
指
令
を
受
け
た
が
、
戸
長
役
場
・
支
鴎
等

ω鰭
失
に
よ
っ
て
説
撮
を
失
ひ
、
明
治
四
十
川
年

園
陸
移
民
の
成
長

一
七
九



園
開
移
民
の
成
長

一八
O

村
有
地
に
附
し
た
元
政
牧
地
十
九
戸
分
あ
り
、
五
線
の
四
に
十
五
戸
分
の
風
防
林
が
あ
っ
て
、
部
落
民
は
是
を
利
用
し
、
八
戸
が
ト

二
戸
分
今
の
小
作
を
し
て
ゐ
る
。
是
等
は
部
落
民
の
進
取
刊
と
言
っ
た
様
な
も
の
も
あ
る
だ
ら
う
し
、
丁
度
経
怖
の
蹟
張
期
に
出
向
ト
ヘ

た
山
野
が
附
近
に
輿
へ
ら
れ
た
と
言
ふ
桟
な
知
も
あ
る
と
忠
ふ
。
然
し
閤
惜
移
性
が
殖
ほ
ん
地
の
草
分
け
と
し
て
躍
に
北
九
興
へ
ら
れ
た

土
地
を
附
設
し
た
ば
か
り
で
は
な
し
に
、
円
疋
を
中
心
と
し
て
周
囲
の
殖
民
地
の
開
護
に
貢
献
し
、
部
落
を
去
っ
た
も
の
も
大
部
分
農

家
と
し
て
北
海
道
に
止
ま
り
、
寧
ろ
生
活
&
向
め
た
と
と
は
注
目
す
べ
き
黙
で
る
る
。

皐
に
拶
住
者
に
足
場
を
興
へ
て
是
を
問
聞
に
撚
散
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
叉
A
A
家
を
も
多
く
阿
国
に
蝦
散
さ
せ
た
。
私
の
調
作

し
た
加
賀
区
居
住
岡
健
移
住
者
十
七
戸
(
卜
九
戸
巾
一
戸
は
円
余
を
な
さ
や
一
戸
け
全
戸
不
布
に
し
て
調
布
せ
や
)
中
移
住
後
三
ト
じ

戸
の
分
家
を
出
し
、
欠
部
医
は
十
戸
中
一
三
十
四
戸
の
分
家
を
出
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
内
共
に
二
十
七
戸
即
大
部
分
は
農
業
者
で
あ
り

そ
の
地
方
川
内
滞
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。

矢加

部賀

あ同
る部
も溶
の内

九五に

あ隣
る部

jも落
のに

01 
lあ同
る村-
も内
のに

九

五

五

そ
の
鏑
散
方
法
は
非
常
に
求
心
的
だ
と
言
へ
る
。

残
っ
て
ゐ
る
家
も
一
冗

ω
妥
で
あ
る
も
の
は
齢
い
。
加
賀
医
で
は
、
残
っ
て
ゐ
る
も
の
十
九
戸
中
十
六
戸
は
移
性
官
時
分
配
さ
れ
た

土
地
を
持
ち
つ

r
け
て
ゐ
、
矢
部
で
は
十
戸
市
・
八
戸
が
さ
ろ
で
あ
る
。
従
っ
て
加
賀
高
で
は
三
十
四
戸
分
の
内
村
外
に
移
っ
た
も
の

が
一
戸
分
出
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
所
有
者
を
か
へ
た
土
地
は
十
六
戸
分
で
あ
る
が
、
共
内
付
外
の
も
の
L

手
に
渡
っ
た
の
が
コ
一
戸
分
、

閤
韓
外
の
部
落
居
住
者
の
手
に
移
っ
た
も
の
が
一
戸
分
、
時
は
間
関
闘
係
者
の
手
に
移
り
、
内
七
戸
分
は
従
来
の
所
作
地
の
摘
張
に
、

四
戸
分
は
分
家
に
よ
っ
て
所
有
さ
れ
た
。
今
岡
鰐
閥
係
者
が
部
落
内
に
所
有
す
る
土
地
の
内
課
を
見
る
と
、

八
戸
分
そ
持
つ
も
の

戸



五
戸
分
を
持
つ
も
の

四
戸
分
を
持
つ
も
の

三
戸
分
を
持
つ
も
の

二
戸
分
を
持
つ
も
の

一
戸
分
を
持
つ
も
の

九四二二一

戸戸戸戸戸

と
な
っ
て
ゐ
る
。
是
が
部
落
外
所
有
地
と
相
候
っ
て
著
し
い
懸
隔
を
生
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。

矢
部
で
は
最
初
に
輿
へ
ら
れ
た
二
十
問
戸
分
の
内
全
く
所
有
主
を
綿
製
へ
な
い
も
.
の
は
十
一
戸
分
戸
内
一
戸
分
は
圏
居
闘
係
村
外
活

住
者
所
有
)
一
戸
分
は
依
壊
し
て
了
っ
た
か
ら
残
十
二
戸
分
、
内
四
戸
分
は
圏
韓
外
部
落
居
供
者
の
手
に
嵐
し
、
二
戸
分
は
同
盟
聞

係
部
落
外
居
住
者
、
ム
ハ
戸
分
は
閤
腫
闘
係
者
に
併
合
さ
れ
た
。
今
国
韓
関
係
者
十
四
戸
の
部
落
内
所
有
地
を
見
る
と
次

ω
如
き
配
分

に
な
っ
て
ゐ
る
。

一二三四五八

戸戸戸戸戸戸

分分分分分分

二四三三一一

戸戸戸戸戸戸

是
に
部
落
外
所
有
地
を
加
へ
て
も
加
賀
高
程
り
甚
だ
し
い
懸
隔
は
友
い
。

一
両
墓
地
の
聞
護
に
よ
っ
て
部
落
範
圏
は
横
大
し
、
新
し
い
部
落
品
を
迎
へ
た
が
、
閤
憧
移
住
者
は
依
然
部
落
の
中
心
で
あ
る
。
加

賀
医
で
は
区
域
は
約
倍
加
し
、
高
丘
地
試
験
場
員
を
除
い
て
東
一
一
線
以
東
の
住
民
十
三
戸
、
十
三
披

ω
住
民
間
戸
、
元
国
間
移
何
回

域
に
移
り
住
ん
だ
も
の
九
戸
を
加
へ
て
総
計
六
十
戸
の
部
落
と
-
な
っ
た
が
、
圏
瞳
移
住
者
の
家
が
十
九
戸
、
そ
の
八
刀
家
が
五
戸
に
及

ん
で
ゐ
、
農
業
者
の
学
教
は
圏
睦
閥
係
者
が
占
め
て
ゐ
る
。
閏
樫
移
住
両
域
内
で
は
コ
一
十
戸
、
内
閣
健
移
住
者
の
子
孫
は
二
十
一
戸

園
陸
移
民
の
成
長

八



閣
総
移
民
の
成
長

八

に
及
ん
で
ゐ
る
。
成
九
戸
の
内
情
侶
一
、
澱
粉
製
造
業
一
、
商
業
二
、
小
作
二
で
、
建
三
戸
は
岡
龍
民
に
替
っ
て
土
地
を
獲
得
農
業

に
従
事
す
る
も
の
及
び
そ
の
分
家
で
あ
る
。

矢
部
に
於
て
も
同
様
で
部
落
民
三
十
戸
中
川
政
初
の
移
住
者
。
円
余
が
十
戸
、
そ
の
分
家
が
八
戸
、
そ
の
縁
故
者
二
戸
で
、
補
充
移
作

者
及
び
分
家
が
二
戸
、
更
に
一
吐
去
っ
た
凶
髄
員
の
子
孫
で
復
財
し
た
も
の
が
二
戸
あ
る
。
放
に
圏
韓
と
金
一
く
閥
係
の
な
い
部
落
誌

は
六
戸
に
過
ぎ
な
い
。
内
一
戸
は
僧
侶
で
あ
る
。
圏
睦
修
住
者
に
替
っ
て
農
業
を
経
管
し
て
ゐ
る
も
の
は
三
戸
で
あ
る
が
、
内
一
戸

は
前
経
替
者
と
捌
戚
閥
係
に
あ
り
跡
地
を
引
受
け
て
小
作
し
て
ゐ
る
も
の
で
る
る
。
共
に
同
盟
移
民
と
同
じ
宮
山
騒
人
で
あ
る
。

今
同
盟
以
外
の
部
落
員
を
矢
部
の
十
戸
に
つ
い
て
分
析
し
て
見
る
と
、
明
治
三
十
九
年
を
最
初
と
し
て
四
十
五
年
、
大
正
二
年
、

五
年
、
六
年
、
十
川
年
、
昭
和
二
年
に
各
一
戸
同
六
年
に
一
一
戸
十
五
年
に
一
戸
で
あ
る
。
部
落
会
館

ω白
小
作
別
戸
数
は

五作

作

自
小
作五

自

最

初

移

住

者

補

充

移

住

者

以

上

の

分

家

以
上
の
縁
故
者

関
係
な
き
も
の

圏
踏
外
部
落
員
の

二二四

四

六四九 -0計

で
あ
っ
て
牛
教
の
五
戸
は
部
落
内
白
小
作
の
大
部
分
で
あ
り
、
所
有
耕
地
も
砂
い
。
山
川
身
腕
は
宵
山
臓
が
絶
封
多
数
で
六
戸
、
他
は
岐

阜
・
長
野
・
青
森
・
秋
田
各
一
戸
づ
つ
で
あ
る
e

殆
ん
ど
全
部
、
即
ち
不
明
二
戸
を
除
い
て
は
全
部
父
の
代
に
移
性
し
た
も
の
で
、

八
戸
の
戸
主
の
内
五
人
迄
が
北
海
道
生
れ
で
あ
る
。
従
っ
て
近
在
か
ら
集
っ
た
も
の
が
多
く
、
隣
部
落
か
ら
来
た
も
の
が
一
一
一
戸
、
同

村
内
か
ら
来
た
も
の
が
三
戸
、
隣
接
町
村
か
ら
来
た
も
の
が
一
戸
で
、
全
部
十
勝
関
内
か
ら
穆
り
住
ん
だ
の
で
あ
る
。
入
地

ω
理
山

は
分
泌
が
三
戸
、
郎
農
が
四
戸
、
移
輔
が
三
戸
で
あ
る
。

部
落
を
離
れ
た
も
の
L
掠
散
も
求
心
的
で
あ
る
が
、
之
b
L
補
充
す
る
も
の
も
求
心
的
だ
と
言
へ
る
。



と
の
と
と
は
同
時
に
捌
森
し
た
川
西
村
字
中
別
府
部
落
の
調
森
で
も
明
か
だ
っ
た
。
同
部
落
は
、
前
二
部
落
に
後
れ
る
と
と
一
年
、

明
治
一
一
一
十
一
年
K
岐
阜
臨
本
集
部
字
別
府
の
閤
鰭
十
一
二
戸
が
寅
賀
川
沿
岸
の
陳
謝
地
に
艶
々
入
地
し
た
一
部
で
あ
る
が
、
今
日
間
関

移
牲
者
は
一
人
も
な
く
、
土
地
を
所
有
す
る
も
の
す
ら
友
く
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
替
っ
た
部
落
民
及
び
大

E
十
同
年
か
ら

漸
次
挑
下
げ
ら
れ
た
高
丘
地
に
移
住
し
た
人
K

は
、
二
十
六
戸
中
自
作
九
戸
小
作
一
戸
を
除
い
て
十
六
戸
は
小
作
人
で
る
り
、
明
治

時
代
に
移
住
し
た
も
の
二
戸
、
大
正
年
代
に
移
っ
た
も
の
コ
一
戸
を
除
い
て
は
悉
く
昭
和
K
-な
っ
て
集
っ
た
も
の
で
る
る
。
同
身
問
も

多
様
で
、
最
も
多
い
岐
阜
牒
が
八
戸
、
宮
城
鯨
が
四
戸
、
富
山
際
・
一
耐
島
騒
が
コ
一
戸
宛
、
兵
庫
将
二
戸
の
外
群
馬
・
崎
支
・
島
根
・

青
森
・
愛
知
・
朝
鮮
の
各
地
に
百
一
っ
て
ゐ
る
。
然
し
本
人
が
移
性
し
た
も
の
は
比
較
的
齢
く
九
人
、
父
が
移
住
し
た
も
の
が
十
五
戸

祖
父
が
移
住
し
た
も
の
が
二
戸
で
、
先
住
地
も
府
牒
よ
り
直
接
来
た
も
の
は
傑
に
コ
一
戸
、
十
勝
間
外
か
ら
来
た
も
の
は
一
戸
で
、
他

は
同
部
落
内
の
分
家
二
戸
、
隣
部
落
か
ら
来
た
も
の
四
戸
、
隣
町
村
か
ら
来
た
も
の
九
戸
、
す
べ
て
二
十
二
戸
の
戸
主
は
十
勝
関
内

か
ら
集
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

人
の
集
散
の
求
心
性
は
そ
の
出
嫁
・
入
妹
に
も
見
る
と
と
が
出
来
る
。
今
入
植
以
来
の
出
蹴
入
嫁
を
知
り
得
た
も
の
は

註矢力日

入

嫁

出

滋

賀

二

八

人

六

六

人

部

一

一

五

人

三

四

人

都
港
外
に
分
家
せ
る
も
の
及
び
そ
れ
よ
り
の
出
嫁
は
是
を
除
く
。

是
を
出
械
は
行
先
別
、
入
札
嫌
は
出
身
別
で
分
け
る
と

出

嫁

隣同

部部

落落

加

賀

矢

部

一

一

一

五

加
賀一五一一

矢
三三部

国
陸
移
民
の
成
長

一
八
三



英北十隣同

圏
胞
移
民
約
成
長

村

他内内村内

一
八
四

二五一一

一一一一一一一

一一一一
二三

海勝

道閤

二九七

更
に
是
を
川
嫁
は
嫁
入
先
の
、
入
妹
は
虫
の
出
身
岡
を
見
る
ム
」

不他同圏

明鯨豚鐙

更
に
職
業
別
に
見
れ
ば

長

業

者

入

嫁

¥
3
1
1
1
1
1
1
1
/
I
l
l
1
1
1
1
/
 

加

賀

矢

部

一

五

四

一

一

一

一

九

一

一

一

出

嫁

二加
七三賀

一矢
田八四八部

一一ヱハ

入

嫁

出

嫁

二初l
七貿

矢
部
二
五

加
賀
五一

二矢
ご都

即
ち
妹
を
貰
ふ
先
は
加
賀
に
於
て
一
組
の
例
外
を
見
る
だ
け
で
全
部
が
農
山
永
か
ら
で
あ
り
、
嫁
入
先
も
加
賀
に
於
て
は
七
割
七
分そ

欠
部
に
於
て
は
六
割
五
分
が
農
業
者
に
嫁
し
て
ゐ
る
。
而
も
加
賀
に
於
て
は
同
部
落
内
の
岡
韓
移
住
者
間
の
結
婚
が
断
然
多
い
。

れ
は
故
郷
が
山
岡
で
交
際
範
闘
が
狭
く
深
く
た
ら
ざ
る
を
得
友
か
っ
た
と
と
』
、
生
活
が
つ
ま
し
く
婦
人
の
負
捲
部
商
が
多
〈
、
到
底

他
山
地
か
ら
の
婦
人
で
は
之
に
地
え
作
な
か
っ
た
た
め
、
会
}
均
一
ひ
同
志
の
取
や
り
が
多
か
っ
た
習
慣
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
男
は
山
に

行
っ
て
木
を
伐
り
茨
を
焼
き
鉱
山
ま
で
運
ぶ
出
稼
仕
事
を
し
て
ゐ
る
内
、
焼
畑
を
耕
し
て
家
を
守
る
主
婦
の
勢
苦
は
大
き
く
、
そ
の



生
活
態
度
は
今
日
も
倫
段
見
ら
れ
ゑ
い
と
と
は
-
な
い
。
か
h

る
特
例
を
除
い
で
も
岡
村
共
に
河
村
・
隣
村
の
範
間
内
が
殆
ん
P
」
犬
部

分
守
山
め
て
ゐ
、
多
く
は
同
将
人
で
あ
る
様
で
あ
る
。
矢
部
の
隣
村
が
多
い
の
は
、
間
躍
に
非
る
同
郷
人
が
隣
村
に
多
く
散
布
し
て

ゐ
る
と
と
も
原
悶
し
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
鯛
戚
の
開
係
点
部
辞
令
)
中
心
主
し
て
飴
り
障
問
か
ら
ぎ
る
間
内
に
結
ぼ
れ
て
ゐ
る
ん
言
へ
る
。

郷
単
に
於
て
既
に
或
税
度
の
血
縁
を
持
つ
上
に
更
に
求
心
的
友
婚
刺
に
よ
っ
て
、
閏
鰐
内
は
殆
ん
H

と
会
部
が
親
戚
乃
石
川
畑
…
戚
開
係

に
あ
る
。
即
ち
加
賀
で
は
圏
鵠
診
性
の
諸
問
っ
た
家
十
八
戸
は
二
戸
を
除
い
て
拘
等
か
の
闘
係
に
入
込
ま
な
い
も
の
は
な
く
、
そ
の
一

戸
さ
へ
、
開
併
閥
係
外
部
落
員
を
題
ヒ
て
間
接

κ是
等
の
群
に
つ
な
が
っ
て
ゐ
る
。
閉
館
側
係
以
外
の
部
落
員
も
岡
戸
迄
は
圏
轄
関

係
の
も
の
と
刺
戚
に
た
っ
て
ゐ
る
。
内
コ
一
戸
は
隣
接
関
係
か
ら
捌
戚
と
友
っ
た
も
の
他
の
一
戸
は
刺
戚
に
な
っ
て
か
ら
部
落
員
に
左

っ
た
も
の
で
あ
る
。

矢
部
医
は
加
賀
商
科
で
は
左
い
が
、
闘
世
間
移
作
者
及
地
中
間
鴨
移
作
者
た
る
十
一
一
一
家
放
は
二
組
K
介
れ
て
互
に
市
川
放
持
刺
関
係
を
結

び
、
退
去
し
た
問
際
家
枚
を
考
へ
る
ん
」
互
に
聞
係
を
も
ち
、
開
鰐
外
の
部
落
員
四
戸
も
閤
鰐
移
性
者
ー
と
捌
戚
闘
係
k
t
u
る
も
の
で
あ
っ

た
。
尤
も
此
場
合
、
近
隣
闘
係
か
ら
銅
戚
に
入
っ
た
も
の
は
二
戸
で
残
二
戸
は
闘
係
が
出
来
て
か
ら
部
落
討
に
た
っ
た
の
で
あ
る
e

部
落
員
で
全
く
親
戚
闘
係
り
た
い
も
の
は
四
戸
に
過
ぎ
・
な
い
。

か
く
1
て
同
燈
移
牲
者
は
生
長
す
る
に
従
ひ
近
隣
に
る
る
者
と
婚
姻
闘
係
を
結
ぶ
と
共
に
、
親
戚
縁
者
を
同
国
に
引
寄
せ
て
次
第

に
膨
脹
し
、
そ
の
内
部
関
係
を
も
岡
め
て
行
く
の
で
あ
る
。
同
ま
っ
て
行
く
場
合
に
も
閤
鶴
内
に
経
情
的
に
一
杭
合
的
に
ハ
殊
に
子
女

の
多
い
も
の
)
布
勢
た
家
が
自
ら
そ
の
中
心
と
な
る
の
で
、
例
〈
ば
加
賀
で
は
部
落
内
で
土
地
一
-
一
戸
分
以
上
を
所
有
す
る
五
戸
は
特

に
符
按
友
関
係
を
持
ち
、
是
冒
と
直
接
血
放
、
捌
戚
闘
係

κる
る
も
の
七
戸
に
及
ん
で
ゐ
る
し
、
矢
部
で
も
四
戸
以
上
の
土
地
を
部
落

内

κ有
す
る
コ
一
戸
が
血
族
的
に
結
び
つ
い
て
、
そ
の
一
放
が
部
辞
内
に
十
一
戸
に
及
ん
で
ゐ
る
c

そ
の
中
心
は
加
賀
で
は
移
住
営
時

か
ら
財
政
と
家
放
に
息
ま
れ
た
も
の
、
矢
部
で
は
移
性
に
際
し
て
問
題
の
中
心
を
な
し
た
家
放
で
あ
っ
た
。

園
陸
移
民
の
成
長

一
入
五



閤
胞
移
民
の
成
長

一
八
六

止k
11'ロ

論

以
上
私
は
倒
酷
移
民
と
し
て
岡
結
も
強
聞
で
あ
り
、
比
較
的
感
ま
れ
た
環
境
の
た
め
に
そ
の
ま
L
成
長
し
て
部
落
を
な
し
た
二
部

落
に
づ
い
て
賢
際
の
観
察
を
し
て
見
た
c
此
二
部
落
は
閤
韓
移
民
と
し
て
最
も
成
功
し
た
も
の
A

一
つ
で
あ
る
。
と
の
部
落
に
於
て
も

一
、
約
五
十
年
聞
に
字
数
の
退
去
者
を
出
し
て
ゐ
る
。

そ
の
原
因
に
つ
き
村
人

P語
る
と
と
ろ
を
き
け
ば
、
打
蹟
く
不
幸
で
跡
の

泊
え
た
も
の
も
者
千
は
る
る
が
、
多
く
は
よ
り
よ
い
天
地
を
求
め
て
再
移
住
し
た
も
の
で
、
雨
部
落
民
共
共
附
近
を
中
心
と
し
て
疎

開
1
、
大
部
分
は
よ
り
よ
い
農
業
経
替
を
つ

r
け
て
ゐ
る
。

二
、
退
去
者
の
跡
地
は
多
く
回
樫
移
作
者
の
家
若
く
は
分
家
の
手
に
移
っ
て
残
存
者
の
経
営
を
助
け
た
。

三
、
残
存
者
は
そ
れ
の
み
な
ら
や
附
近
に
多
く
の
土
地
を
開
護
し
た
。
退
去
者
は
か
L

る
土
地
が
遠
く
、
且
つ
大
量
に
求
め
得
ら

れ
た
た
め

K
本
械
を
そ
と
に
移
し
た
と
見
て
も
差
支
は
な
い
。

問
、
耐
部
落
と
も
約
一
一
一
係
以
上
の
分
自
然
を
出
し
て
ゐ
る
。
是
も
大
部
分
は
部
落
を
中
心
と
し
た
近
村
に
止
っ
て
農
業
者
と
な
っ
て

ゐ
る
。五
、
間
賠
移
民
は
更
に
賄
刺
に
よ
っ
て
そ
の
闘
係
範
闇
を
揖
め
て
ゐ
る
が
、
是
も
叉
地
理
的
に
は
附
近
、
精
一
肺
的
に
は
同
郷
入
、

職
業
的
に
は
川
一
一
職
業
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
。

六
、
故
に
姉
州
闘
係
は
部
落
を
更
に
脱
出
特
に
す
る
に
役
立
っ
て
ゐ
る
e

七
、
そ
れ
は
近
隣
闘
係
か
ら
賄
州
闘
係
に
入
る
も
の
も
あ
る
が
、
叉
婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
近
隣
闘
係
を
費
生
せ
し
む
る
と
と
も
多

い。
八
、
同
陸
移
住
者
は
最
初
か
ら
鰹
情
的
に
も
枇
合
的
に
も
差
異
は
あ
っ
た
。
そ
白
差
異
が
五
十
年
間
に
甚
だ
し
く
な
っ
て
ゐ
る
と

と
は
勿
論
で
る
る
。
然
し
と
の
二
部
落
に
闘
す
る
限
り
、
甚
だ
し
い
轄
倒
は
・
な
か
っ
た
。
即
ち
圏
瞳
移
住
営
時
中
心
と
友
っ
た
家
族

を
通
じ
て
、
部
活
は
，
次
第
に
一
つ
の
形
を
作
り
つ
ト
あ
っ
た
と
一
五
へ
る
。


